
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

『
立
正
安

国
論
』
成
立

に

つ
い
て
の

一
考
察

関

戸

尭

海

『
立
正
安
国
論
』
は
日
蓮
が
文
応
元
年

(
一
二
六
〇
)
に
鎌
倉
幕
府
の

前
の
執
権
最
明
寺
入
道
時
頼

に
進
献
し
た

「
私
の
勘
文
」
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
整
束
さ
れ
た
浄
土
教
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
法

然
の

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
破
折
を
目
的
と
し
た
正
元
元
年

(
一
二
五

九
)
の

『
守
護
国
家
論
』
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、

し
は
し
は
指
摘
の

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
講

(
一
六
二
六
-
九
八
)
が
著
し
た
日
蓮
遺
文

解
説
書

『
録
内
啓
蒙
』
な
ど
に
は
、
法
然
浄
土
教
批
判
の
面
で

『
立
正

安
国
論
』
と
同
轍
で
あ
る
こ
と
か
ら

『
守
護
国
家
論
』
は

『
立
正
安
国

論
』
の
下
書
き
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
勘
文
で
あ

る

『立

正

安

国

論
』
に
比
し
て

『守
護
国
家
論
』
は
伝
統
的
な
著
述
形
式
に
の
っ
と

っ

た
独
立
し
た
著
作
で
あ
り
、
反
浄
土
教
と
法
華
信
仰
の
正
当
性
を
示
し

た
理
論
書
で
あ
る
。
ま
た

『
立
正
安
国
論
』
は

『
守
護
国
家
論
』
に
お

け
る
重
厚
な
思
索
を
再
編
整
束
化
し
た
日
蓮

の
初
期
教
学
の
集
大
成
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
『守
護
国
家
論
』
は

『
立
正
安

国

論
』
の

下
書
き
や
草
案
で
は
な
く
、
前
提
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
ま
た
正

元
二
年

(
一
二
六
〇
)
二
月
に
は

『
立
正
安
国
論
』
の
草
案
と

も
い
う
べ
き

『
災
難
興
起
由
来
』
『
災
難
対
治
砂
』
の
述
作
が
あ
る
。

『
立
正
安
国
論
』
は
正
嘉
元
年

(
一
二
五
七
)
の
大
地
震
な
ど
頻
繁
に

発
生
す
る
天
変
地
変
や
飢
謹

・
疫
病

の
興
起
の
由
来
と
対
治
の
方
法
を

仏
典
に
求
め
た
結
果
と
し
て
表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
引

用
の
経
論
疏
が
本
論
の
骨
子
と
な
る
ぺ
き
重
要
な
役
割
を
果

し

て

い

る
。
そ
こ
で

『
災
難
興
起
由
来
』

『災
難
対
治
砂
』

の
引
用
経
論
疏
と

の
比
較
を
試
み
、
ま
た
併
せ
て

『
守
護
国
家
論
』
『十
法
界
明
因
果
砂
』

と
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

『
立
正
安
国
論
』
述

作

の
経
違

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

『災
難
興
起
由
来
』
は

「
正
元
二
年

獄
財
二
月
上
旬
勘
之
」
(定
本
遺

文

一
六
二
頁
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

正
元
二
年

(
一
二
六
〇
)

二
月
上
旬

の
執
筆
と
さ
れ
る
。
真
蹟

一
〇
紙
断
が
中
山
法
華
経
寺
所

蔵

で
あ

る

が
、
冒
頭

の
前
紙
が
欠
け
て
い
る
。
『災
難
対
治
妙
』
は
真
蹟

一
五
紙

が
中
山
法
華
経
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
書
は

『
立

正
安
国
論
』
進
献
に
先
立

つ
こ
と
五
ケ
月
前
に
撰
述
さ
れ
た

一
連

の
遺

文
で
あ
る
。
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『
災
難
興
起
由
来
』
と

『災
難
対
治
砂
』
の
引
用
文
と
問
答

の
構
成

を
比
較
し
て
み
る
と
、
問
答
の
そ
れ
ぞ
れ
が
照
応
し
、
引
用
文
に
つ
い

て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
た
め

『災
難
興
起

由
来
』
と

『災
難
対
治
砂
』
が
内
容
的
な
面
お
よ
び
引
用
経
論
疏

の
共

通
性
か
ら
み
て
非
常
に
関
連
性

の
高
い
遺
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
特

に
、
『
災
難
興
起
由
来
』
の
引
用
文
と
問
答
の
構
成
が
、
『災

難
対
治
砂
』
の
後
半
部
分
と

一
致
す
る
の
で
、
現
存
す
る

『
災
難
興
起

由
来
』
は

『
災
難
対
治
砂
』
の
後
半
部
分
に
相
当
し
、
『
災
難
対
治
妙
』

の
前
半
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
問
答
が
、
欠
失
さ
れ
た
部
分
に
存
在
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
災
難
興
起
由
来
』
と

『災
難
対
治
砂
』
の
後
半
は
、

ほ
ぼ
同
様
な
構
成
で
は
あ
る
が
、
問
答

の
順
序
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る

部
分
も
あ
る
。

こ
れ
は

『
立
正
安
国
論
』
進
献
に
向
け
て
の
き
め
細
や

か
な
準
備
作
業
を
示
す

一
例
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
か
。

次
に

『災
難
対
治
妙
』
と

『
立
正
安
国
論
』
の
引
用
経
論
疏
を
比
較

し
て
み
る
と
、

『
立
正
安
国
論
』
で
は

『
災
難
対
治
妙
』
の
繁
雑
な
引

用
を
簡
素
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
問
題
の
設
定
に
つ
い
て

も
、
簡
素
化
を
目
指
し
た
全
体

の
構
成
の
見
直
し
が
は
か

ら
れ

て

い

る
。引

用
経
論
疏
に
つ
い
て
は
同
じ
文
が
重
ね
て
引
用
さ
れ
る

『
災
難
対

治
砂
』
に
比
較
七
て
、

『
立
正
安
国
論
』
で
は
、
な
る
べ
く

つ
に
ま

と
め
る
と

い
う
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

『金
光
明
経
』
四
天
王
護
国
品
の
、
守
護
の
諸
天

・
善
神
が
去
づ
、て

し
ま
え
は
、
そ

の
国
に
は
疫
病
や
天
変
地
異
な
ど
の
災
難
が
起
る
こ
と

を
説
く
文
は
、
『災
難
対
治
紗
』
で
は

「災
難

の
経
証
に
つ
い
て
」
-(定

一

六
三
頁
)

「災
難
の
由
来
に
つ
い
て
の
問
答
」
(
定
一
六
五
頁
)

「
諦
法
の

人
と
法
に
つ
い
て
の
問
答
」

(定

一
六
八
頁
)

「
法
華
真
言
等

の
行
者
が

な
ぜ
難
に
値
う
か
に
つ
い
て
の
問
答
」
(定

一
六
九
頁
)
に
引
用
さ
れ
る
。

『災
難
対
治
砂
』
で
は
四
度
に
わ
た
る
引
用
で
あ
る
が
、

『
立
正
安
国

論
』
で
は

「災
難

の
経
証
に
つ
い
て
の
問
答
」

(定
一
二
〇
頁
)
に
お
い

て

『災
難
対
治
砂
』

の
冒
頭

の
引
用
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が

一
度
引
用
さ
れ

る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
そ

の
他
、
同
様
に

『
仁
王
経
』
受
持
品

・

『大
集
経
』
護
法
品

・
『
法
華
経
』
勧
持
品

・

『
浬
繋
経
』
如
来
性
品

な
ど
が

『
立
正
安
国
論
』
で
は
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

『
立
正
安
国
論
』
執
筆
に
あ
た

っ
て
引
用
経
論
疏

の
整

理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
引
用

経
論
疏

の
整
理
は
同
時
に
問
答
、
す
な
わ
ち
全
体
の
構
成
の
再
編
が
行

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

『災
難
対
治
妙
』
の
冒
頭
に
は
、
災
難
が
な
ぜ
起
る
か
に
つ
い
て
証

拠
と
な
る
べ
き

『
金
光
明
経
』

『
大
集
経
』

『
仁
王
経
』
な
ど

の
経
文

が
列
挙
さ
れ
る

「
災
難
の
経
証
に
つ
い
て
」
(定

一
六
三
頁
)
と
、
建
長

八
年
八
月
よ
り
正
元
二
年
二
月
に
至
る
ま
で
の
種

々
の
災
難
に
つ
い
て

検
討
し
た

「
災
難
の
由
来
に
つ
い
て

の
問

答

」
(定

一
六
五
頁
)
が
あ

る
。
ま
た

『
立
正
安
国
論
』
に
は
、

「客
」
が
近
年
う
ち
続
く
災
害
や

『
立
正
安
国
論
』

成
立
に

つ
い
て
の

一
考
察

(関

戸
)
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『
立
正
安
国
論
』
成
立
に

つ
い
て
の

一
考
察

(関

戸
)

『守
護
国
家
論
』
正
元
元
年

(三
五き

『災
難
興
起
由
来
』
正
元
二
年

(一二六
〇
)

『災
難
対
治
紗
』
正
元
二
年

(三
六〇
)

〔大
文
第

一
〕

如
来
の
経
教
に
お
い
て
権
実

二
教
を
定
む
る
こ
と
を
明
す

〔大
文
第
二
〕

正
像
末
の
仏
法
の
興
廃
を
明
す

〔大
文
第
三
)

選
択
集
の
諺
法
の
縁
起
を
明
す

〔大
文
第
四
〕

誘
法
の
者
を
対
治
す
べ
き
証
文

を
出
す
こ
と
を
明
す

〔大
文
第
五
〕

善
知
識
な
ら
び
に
真
実
の
法
に

は
値
い
が
た
き
こ
と
を
明
す

〔大
文
第
六
)

法
華
浬
葉
に
よ
る
行
者
の
用
心

を
明
す

〔大
文
第
七
〕

間
に
し
た
が
っ
で
答
を
明
す

(
1
)

仏
法
流
布
以
前
の
災
難
に
つ

い
て
の
答
え

(
2
)

災
難
の
原
因
と
し
て
の
五
常
に

っ
い
て
の
問
答

(
3
)

丘
常
が
仏
法
の
五
戒
に
あ
た
る

こ
と
に
つ
い
て
の
問
答

(
4
)
選
択
集
信
奉
者
の
中
で
も
難
に

値
わ
な
い
者
が
あ
る
め
は
な
ぜ

か
に
つ
い
て
の
問
答

(
5
)
法
華
真
言
等
の
信
奉
者
が
な
ぜ

難
に
値
う
か
に
つ
い
て
の
問
答

(
6
)
災
難
の
対
策
に
つ
い
て
の
問
答

(
7
)
誘
法
の
対
治
に
つ
い
て
の
問
答

(8
)誇
法
の
禁
断
に
つ
い
て
の
問
答

(9
)僧
で
あ
り
な
が
ら
出
家
の
失
を
顕

す
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
の
問
答

(
1
)

災
難
の
経
証
に
つ
い
て

(
2
)

災
難
の
由
来
に
つ
い
て
の
問
答

(
3
)

大
乗
経
を
信
奉
し
な
い
理
由
に

つ
い
て
の
問
答

(
4
)
誘
法
者
は
仏
弟
子
と
外
道
の
ど
ち

ら
か
ら
出
る
か
に
つ
い
て
の
問
答

(
5
)
悪
比
丘
が
悪
法
に
よ
っ
て
正
法

を
誘
る
こ
と
と
、
そ
の
証
拠
に

つ
い
て
の
問
答

(
6
)
諺
法
の
人
と
法
と
、
そ
の
証
拠

に
つ
い
て
の
問
答

(
7
)
選
択
集
流
布
以
前
の
災
難
に
つ

い
て
の
問
答

(
8
)
災
難
の
原
因
と
し
て
の
五
常
に

っ
い
て
の
問
答

(9
)仏
法
流
布
以
前
の
災
難
と
誘
法
の
関

係
、
そ
の
証
拠
に
つ
い
て
の
問
答

(
1
0
)

法
華
真
言
等
の
信
奉
者
が
な
移

難
に
値
う
か
に
つ
い
て
の
問
答

(
1
1
)

選
択
集
信
奉
者
の
中
で
も
難
に

値
わ
な
い
者
が
あ
る
の
は
な
ぜ

か
に
つ
い
て
の
問
答

(
1
2
)

災
難
の
対
策
に
つ
い
て
の
問
答

(
1
3
)

誇
法
の
対
治
に
つ
い
て
の
問
答

(
1
4
)

誘
法
の
禁
断
に
つ
い
て
の
問
答

(
1
5
)
僧
で

あ
り
な
が
ら
出
家
の
失
を
顕

す
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
の
問
答

『立
正
安
国
論
』
文
応
元
年

(三
六
〇)

(
1
)

災
難
の
由
来
に
つ
い
て
の
問
答

(
2
)

災
難
の
経
証
に
つ
い
て
の
問
答

(
3
)

誘
法
の
相
状
に
つ
い
て
の
問
答

(
4
)
諺
法
の
人
と
法
に
つ
い
て
の
問
答

(5
)災
難
の
実
例
に
つ
い
て
の
問
答

(
『寺
泊
御
書
』
『開
目
抄
』
等
に
継

承
さ
れ
て
い
く
。
)

(
6
)
上
奏
の
可
否
に
つ
い
て
の
問
答

(
7
)
災
難
の
対
策
に
つ
い
て
の
問
答

(
8
)
誘
法
の
禁
断
に
つ
い
て
の
問
答

(9
)諦
法
の
対
治
に
つ
い
て
の
問
答

(
1
0
)

諦
法
の
対
治
に
つ
い
て
の
領
解
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災
難
が
善
神
捨
国
に
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
な
る
経
文
に
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
と
質
問
す
る
の
に
対
し
て

『
金
光
明
経
』
『
大
集
経
』
『仁

王
経
』

『
薬
師
経
』
な
ど
の
経
文
を
列
挙
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
経
文

に
も
と
づ
き
、
世
の
人
々
が
正
法
を
護
ら
な
い
の
で
国
を
護
る
善
神
や

正
法
を
伝
え
る
聖
人
が
国
を
去

っ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
そ
の
す
き
に
悪

鬼
や
外
道
が
や

っ
て
き
て
災
難
を
起
す

の
で
あ
る
と
答
え
る

「
災
難

の

経
証
に
つ
い
て
の
問
答
」

(定
二
一
〇
頁
)
が
あ
る
。

こ
の

『
立
正
安
国

論
』
の

「
災
難

の
経
証
に
つ
い
て
の
問
答
」
は
、

『災
難
対
治
砂
』

の

前
記
二
問
答
に
符
合
す
る
部
分
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
問
答
の
集
約
化
の
作
業
が
読
み
と
れ
る
。

『
災
難
対

治
砂
』

の

「
大
乗
経
を
信
奉
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
の
問
答
」

(定

一

六
五
頁
)
で
は

『
仁
王
経
』
嘱
累
品
と

『
法
華
経
』
勧
持
品
の
文

を
引

い
て
、
国
中
に
悪
僧
が
充
満
し
て
国
を
破
り
仏
法
を
破
る
縁
と
な
る
べ

き
事
を
説
く
の
で
、
そ
の
教
え
を
信
ず
る
国
中
の
人
々
は
大
乗
を
捨
て

去
る
心
を
持

つ
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た

「
悪
比
丘
が
悪
法
に
よ

っ
て

正
法
を
壊

る
こ
と
と
、

そ
の
証
拠
に
つ
い
て
の
問
答
」
(定

一
六
六
頁
)

で
は
悪
僧
が
正
法
を
壊
る
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て

『法
華
経
』
勧
持
品

・

『浬
簗
経
』
如
来
性
品

・
『
仁
王
経
』
嘱
累
品
・
『
渥

盤
小経
』
大
衆
所

問
品
の
文
を
引

い
て
、
諦
法

の
罪
を
犯
す
者
は
自
他
共
に
そ

の
大
罪
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
が
た
め
に
、
国
を
破
り
仏
法
を
破
る
重
大
な
結

果
を
み
ち
び
き
出
す
の
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『
立
正
安
国

論
』

の

「
諦
法
の
相
状
に
つ
い
て
の
問
答
」

(定
二
一
三
頁
)
に
お
い
て

は

『
災
難
対
治
砂
』
に
も
引
用
の
あ

っ
た

『
仁
王
経
』
嘱
累
品
・
『
法

華
経
』
勧
持
品
の
文
に
加
え
て
、

『
法
華
経
』
方
便
品
・
『
浬

葉
経
』

如
来
性
品

・
徳
王
品
の
文
な
ど
を
引

い
て

「悪
侶
を
誠
め
ざ
れ
は
、
あ
に

善
事
を
成
さ
ん
や
」
(定
二
一
四
頁
)
と
述
べ
、
表
面
的
に
は
仏
教
隆
盛
で

あ
る
よ
う
で
も
内
面
で
は
仏
法
を
破
壊
す
る
悪
僧
が
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は

『災
難
対
治
砂
』

の
前
記
二
問
答
を
あ
わ
せ
た
論
旨

と
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
論
拠
と
さ
れ
る
引
用
経
論
疏

の
共
通
性
や
論
旨
の
一
貫
性
の
面
か
ら
み
て

『
災
難
対
治
砂
』
と

『
立

正
安
国
論
』
に
は
符
合
す
る
問
答
が
い
く

つ
か
あ
り
、
ま
と
め
ら
れ
た

り
、
内
容
を
分
散
さ
れ
た
り
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た

『
災
難
対

治
砂
』
冒
頭
に

「勘
文
」
(定

一
六
三
頁
)
と

明
記
し
て
あ
る
点
も
見
逃

せ
ま
い
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら

『
災
難
興
起
由
来
』

『
災

難

対

治

砂
』
が

『
立
正
安
国
論
』
執
筆
に
む
け
て
の

一
連
の
著
作
で
あ
る
こ
と
が
再
確

認
で
き
る
と
と
も
に
、
引
用
経
論
疏
と
構
成
が

よ
り
簡
潔
な
も

の
へ
と

整
束
化
さ
れ
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

『
災
難
対
治
砂
』
が

『
立
正
安
国
論
』
の
準
備
的
著
作
で
あ
る
こ
と

を
示
す
事
例
の
一
と
し
て
、
両
書
に
引
用
さ
れ

て
い
る
法
然
の

『
選
択

本
願
念
仏
集
』
の
文
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

『災
難
対
治
砂
』
と

『
立
正
安
国
論
』

の
引
用

は
、

『選
択
集
』
全
体

か
ら
日
蓮
が
法
然
の
主
張
を
集
約
的
に
捉
え
た
部
分
を
断
片
的
に
抜
葦

し
た
も
の
で
あ
る
。

『守
護
国
家
論
』

に
も
同
様
な

『選
択
集
』
か
ら

『
立
正
安

国
論
』
成

立
に

つ
い
て

の

一
考
察

(
関

戸
)
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の
抜
葦
が
あ
る
が
、

『
災
難
対
治
砂
』
と

『
立
正
安
国
論
』
は
全
く

一

致
す
る
と

い
っ
て
も
よ
い
程
で
、
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
両
書
の
密
接
な

関
係
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
立
正
安
国
論
』
の

『
選
択
集
』

の
引
用
は
、
批
判
を
目
的
と
し
て

法
然
の
主
張
を

『選
択
集
』
全
般
か
ら
抽
出
し
た
も

の
と
考

え

ら

れ

る
。
こ
こ
に
日
蓮
が
法
然
の
教
説
を
浄
土
門

の
確
立
と
聖
道
門
た
る
法

華
仏
教
を
捨
閉
閣
拗
せ
し
め
た
点
に
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解

で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
法
然
批
判
は

『守
護
国
家
論
』
か
ら

一
貫
す
る

も
の
で
あ
る
が
、

『
災
難
対
治
砂
』
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
同
じ
文
を
引
用

し
た
上
で

「日
本
国
の
上
下
万
人
深
く
法
然
上
人
を
信
じ
て
此
の
書
を
搾
ふ
。

故
に
無
智
の
道
俗
此
の
書
の
中
の
捨
閉
閣
拗
等
の
字
を
見
て
浄
土
の
三
部
経

阿
弥
陀
仏
よ
り
外
は
諸
経

・
諸
仏

・
菩
薩

・
諸
天

・
善
神
等
に
捨
閉
閣
拗
等
の

思
を
作
し
」
(定

一
六
八
頁
)
と
述
べ
る
点
に
、
『
立

正
安
国
論
』
と
の
直

接
的
な
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

『
災
難
対
治
砂
』
と

『
立
正
安
国
論
』
に
は
引
用
経
論
疏
.
問
答
の

構
成
な
ど
に
お
い
て
連
続
性
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

の

で
あ

る

が
、
そ
の

一
方
で
構
成
の
簡
素
化
と
新
た
な
加
筆
な
ど
の
断
続
性
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

両
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
災

難
対
治
砂
』
中
盤
の
引

用

文

が

『
立
正
安

国
論
』
で
は
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

が
、

さ

ら

に

『災
難
対
治
砂
』
中
盤
の
問
答
に
つ
い
て
内
容
的
な
検
討
を
試
み
る
と

「選
択
集
流
布
以
前
の
災
難
に
つ
い
て
の
問
答
」

(定

一
六
八
頁
)

「災

難

の
原
因
と
し
て
の
五
常
に
つ
い
て
の
問
答
」
(
定
一
六
八
頁
)
「仏
法
流

布
以
前

の
災
難
と
読
法
の
関
係
と
、
そ
の
証
拠

に
つ
い
て

の
問

答
」

(定

一
六
九
頁
)
な
ど
が

『
立
正
安
国
論
』
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
(
こ
れ
ら
の
問
答
に
お
け
る
検

討

は
、
『寺
泊
御
書
』
『
開

目
抄
』

へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
)

一
連

の
著

作
と
い

わ
れ
る
こ
れ
ら
の
遺
文
に
も
構
成
の
変
化
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
で

き
る

一
例
で
あ
る
。

さ
ら
に

『
災
難
対
治
砂
』
か
ら

『
立
正
安
国
論
』

へ
の
構
成
の
変
化

を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、

『
立
正
安
国
論
』

の

「
災
難
の
対
策

に

つ
い
て
の
問
答
」
に
お
い
て
破
邪
顕
正
に
つ
い
て
の
検
討
が
補
強
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は

『
守
護
国
家
論
』

に
お
け

る

『
浬
葉
経
』
引
用
に
よ
る
諦
法
対
治

の
検
討
が
下
敷
き
と
な

っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
渥
藥
経
』
の
一
切
衆
生
悉
有
仏
性

・
一
聞
提
成
仏
の
思
想
は
提
婆

達
多
の
悪
人
成
仏
と
も
相
倹

っ
て
、
日
蓮
の
唱
題
成
仏
論

へ
と
結
び
つ

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

一
方
で
金
剛
身
品
な
ど
に
み
ら
れ
る
諦

法
対
治
に
つ
い
て
の
説
示
は
、
日
蓮
の
宗
教
者
と
し
て
の
行
動
を
支
え

た
思
想
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

『
立
正
安
国
論
』
の

『
浬
藥
経
』
の
引
用
は
、
正
法
法
華
経
を
誹
誘

す
る
者
を
対
治
す
べ
き
こ
と
を
説
く
経
文
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
点
、
す
な
わ
ち
破
邪
顕
正
の
面
か
ら
の
受
容

の
特
徴
を

示

し

て

い

る
。
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『
守
護

国
家
論
』
で
は

『浬
藥
経
』
が
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、

論
旨
の
上

で
も
し
は
し
は
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て

『
立
正
安
国
論
』
で
の

『
浬
桀
経
』
引
用
は
さ
ほ
ど
多

い
も
の
で
は

な
く
、

『守
護
国
家
論
』
の
引
用
と
重
な
る
も

の
は
か
り
で
は
な
い
。

こ
の
点
か
ら
し
て
も

『守
護
国
家
論
』
が

『立
正
安
国
論
』
の
下
書
き

で
は
な
く
、

独
立
し
た

一
つ
の
著
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る

が
、
注
目
で
き
る
こ
と
と
し
て

『
立
正
安
国
論
』
の

「
災
難
の
対
策

に

つ
い
て
の
問
答
」
に
お
け
る

『
捏
架
経
』
の
引
用
が
、
『守
護
国
家
論
』

の

「
大
文
第
四

諦
法
の
者
を
対
治
す
べ
き
証
文
を
出
だ
す
」

「
大
文

第
六

法
華

・
浬
葉
に
依
る
行
者
の
用
心
を
明
す
」
に
お
け
る
引
用
と

重
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

『
守
護
国
家
論
』
の

「
大
文
第
四

諦
法
者
を
対
治
す
ぺ
き
証
文
を

出
だ
す
」

の

「
第

一
に
仏
法
を
国
王
大
臣
並
に
四
衆
に
付
属
す
る
こ
と

を
明
す
」

で
は
、
ま
ず

『
仁
王
経
』
受
持
品
か
ら
引
用

し

た

上

で
、

「仏
法
を
以
て
先
ず
国
王
に
付
属
し
次
に
四
衆
に
及
ぼ
す
。
王
位
に
居
る
君

国
を
治
む
る
臣
は
仏
法
を
以
て
先
と
為
し
て
国
を
治
む
べ
き
な
り
」
(定
一
一
五

頁
)
と
、

国
を
治
め
る
王

・
臣
は
仏
法
を
先
と
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら

れ
る
。
さ
ら
に

『大
集
経
』
を
引
い
て
、
王
臣
が
仏
法
の
邪
正
を
正
さ

ね
は
災
難
が
起
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
明
示
し
た
上
で
、

『
浬
藥
経
』
寿

命
品

・
金
剛
身
品
か
ら
、
正
法
を
護
持
す
る
た
め
に
は
武
器
を
帯
び
る

こ
と
も
持
戒
に
等
し
い
こ
と
を
説
く
文
を
引
い
て

「弓
箭

刀
杖
を
帯
し

て
悪
法
の
比
丘
を
治
し
正
法
の
比
丘
を
守
護
せ
ん
者
は
先
世
の
四
重
・
五
逆
を

滅
し
て
必
ず
無
上
道
を
証
せ
ん
と
定
め
た
ま
ふ
」
(定

一
一
五
頁
)
と
述
べ
、

『浬
繋
経
』

の
文
に
基
づ
く
な
ら
は
、
武
器
を
帯
び
て
悪
法
の
比
丘
を

対
治
し
、
正
法

の
比
丘
を
守
護
す
る
者
は
、
先
世

の
重
罪
を
滅
し
て
無

上
菩
提
を
得
る
べ
き

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
引
き
続
い
て

『
金
光

明
経
』
四
天
王
護
国
品
か
ら
、
人
々
が
正
法
を
信
じ
な
い
の
で
守
護

の

善
神
が
去

っ
て
し
ま
い
多
く
の
災
難
が
起
る
と
説
く
文
を
引
用
す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
仁
王
経
』
『
大
集
経
』
『
浬
架
経
』
『
金

光
明
経
』
な

ど
の
経
証
に
基
づ
き
、
正
法

の
比
丘
を
守
護
す
る
こ
と
な
く
悪
法
が
流

布
し
て
い
る
か
ら
災
難
が
続
出
す
る
の
で
あ

っ
て
、
災
難
を
と
ど
め
る

に
は
諦
法
を
禁
断
し
正
法
を
護
持
す
べ
き
こ
と
を
明
示
す
る
。
続
い
て

『
選
択
集
』
か
ら
抜
葦
し
て
、
法
然
が

『法
華
経
』
を
聖
道
門
と
位
置

づ
け
捨
閉
閣
拗
せ
し
め
た
点
を
批
判
し
て
、

『
選
択
集
』

の
流
布
を
と

ど
め
る
こ
と
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
え

っ
て

『
立
正
安
国
論
』
の

「
災
難

の
対
策
に
つ
い
て
の
問

答
」
を
み
て
み
る
と
、
災
難
を
対
治
す
る
経
証
と
し
て
引

用

さ

れ

る

『仁
王
経
』
受
持
品

・
『
浬
藥
経
』
寿
命
品

・
金
剛
身
品
の
文
は

『
守

護
国
家
論
』
大
文
第
四
と
共
通
す
る
経
文
で
あ

る
。
加
え
て

『
立
正
安

国
論
』
で
は
災
難
対
治
の
方
策
と
し
て
、
正
法
を
諦
る
邪
義
の
根
本
で

あ
る

『
選
択
集
』
の
流
布
を
と
ど
め
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ

っ

て
、

『守
護
国
家
論
』
大
文
第
四
に
お
け
る
主
張
と
軌
を

一
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

『
立
正
安
国
論
』
成
立

に
つ
い
て

の

一
考
察

(関

戸
)
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ま
た

『
守
護
国
家
論
』

「大
文
第
六

法
華

・
浬
盤
に
依
る
行
者

の

用
心
を
明
す
」
の

「
第

一

在
家

の
諸
人
正
法
を
護
持
す
る
を
以
て
生

死
を
離
る
べ
く
、
悪
法
を
持

つ
に
依
て
三
悪
道
に
堕
す
る

こ
と

を
明

す
」
で
は

『
浬
藥
経
』
金
剛
身
品
の
文
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
在
家

の
者
も
諦
法
を
対
治
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
死
の
迷
い
の
世
界
を
離
れ

る
こ
と
を
明
し
、
さ
ら
に

『選
択
集
』
批
判
を
再
説
す
る

の

で

あ

る

が
、
こ
こ
で
の
主
張
と

『
浬
繋
経
』

の
引
用
も
ま
た

『
立
正
安
国
論
』

の

「
災
難

の
対
策
に
つ
い
て
の
問
答
」
と
同
様
な
も
の
で
あ
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

加
え
て

『
立
正
安
国
論
』
の

「災
難
の
対
策
に
つ
い
て
の
問
答
」
の

引
用
と
共
通
す
る

『浬
藥
経
』

の
文
が

『
十
法
界
明
因
果
砂
』
に
二
文

あ
る
こ
と
が
注
目
で
き
る
。

『十
法
界
明
因
果
砂
』
は
文
応
元
年

二

二
六
〇
)
四
月
の
著
作
で
、
真
蹟
は
現
存
し
な
い
が
身
延
三
世
日

進

の

古
写
本
が
あ
る
。
本
書
で
は
三
悪
道
に
堕
す
る
因
と
し
て
諦
法
堕
獄
を

強
調
し
て
、
そ
の
論
拠
と
し
て

『
法
華
経
』
讐
喩
品
の
「若
し
人
信
ぜ
ず

し
て
此
の
経
を
殿
誘
せ
は
、
則
ち
一
切
世
間
の
仏
種
を
断
ぜ
ん
L
を
重
説
す
る

こ
と
か
ら
、
三
ヵ
月
後
に
著
述
さ
れ
る

『
立
正
安
国
論
』

へ
連
な
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
十
界
因
果
を
明
す
中

の

「
第

一
地
獄
界
」
に

引
用
さ
れ
る
の
が
、

「
殺
」
に
三
種
あ
る
こ
と
を
説
く

『浬
盤
小経
』
梵

行
品

の
文
で
あ
り
、

『
観
仏

三
昧
経
』
『
正

法
念
経
』
や

『
浬
薬
経
』

の
所
説
を
う
け
て
誘
法
堕
獄
に
つ
い
て
の
検
討
が
す
す
め

ら

れ

て

い

く
。

こ
の
点
で

『
守
護
国
家
論
』
と
と
も

に
、

『十
法
界
明
因
果
砂
』

の

「
第

一
地
獄
界
」
に
お
け
る
誘
法
堕
獄
に
つ
い
て
の
検
討
が

『
立
正

安
国
論
』
の

「
災
難
の
対
策
に
つ
い
て
の
問
答
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
九
問
九
答
お
よ
び
客
の
領
解
か
ら
な
る

『
立
正
安

国
論
』

の
第
七
番
問
答

「
災
難

の
対
策
に
つ
い
て
の
問
答
」
は

『
守
護

国
家
論
』
大
文
第
四

・
大
文
第
六
お
よ
び

『
十
法
界
明
因
果
砂
』
を
下

敷
き
と
し
て
補
強
さ
れ
た
所
説
が
展
開
し
て
い
る
問
答
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

叙
上
の
よ
う
な
点
か
ら

『
立
正
安
国
論
』
は

『
守
護
国
家
論
』

『
十

法
界
明
因
果
砂
』
に
お
け
る
検
討

の
成
果
を
充
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

『
災
難
興
起
由
来
』

『災
難
対
治
砂
』
の
一
連

の
著
作
に
示
さ
れ
る
よ

う
な
綿
密
な
準
備
作
業
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
法
然
浄
土
教
批
判
に
端
を
発
し
た
諦

法
に
つ
い
て
の
検
討
が
、
諺
法
堕
獄
の
問
題
に
観
点
を
置
き
な
が
ら
、

末
法
の
凡
夫
の
唱
題
成
仏
論

へ
と
深
め
ら
れ
て

い
く
日
蓮

の
初
期
教
学

の
発
展
の
過
程
を
知
る
上
で
、
着
目
す
べ
き
重
要
な
点
で
あ
る
と
い
、兄

よ
う
。
(註
記
略
)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
日

蓮
、『立
正
安
国
論
』
、『
守
護
国
家
論
』
、『
浬
薬
経
』
、

誘
法

(立
正
大
学
講
師
)
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